
和牛の祭典開催！
目指せ日本一！

第 12 回全国和牛能力共進会
鹿児島大会

　開 催 日：2022 年 10 月６日（木）～ 10 月 10 日（祝・月）
　場　　所：種牛の部、高校・農業大学校の部／
　　　　　　　　　　　霧島高原国民休養地、県立農大跡
　　　　　　肉牛の部／ＪＡ食肉かごしま南薩工場、知覧体育館ほか
　参　　加：41 道府県
　出品頭数：約 450 頭

　現在、参加道府県では全共
での出品牛を決定する予選会
が開催されているよ。

前回（宮城）大会（種牛の部）

鹿児島大会
マスコットキャラクター
「かごうしママ」

　第 12回全国和牛能力共進会（全共）が今年の 10月に鹿児島県（霧島市・
南九州市）で開催されます。
　全国和牛能力共進会は、　和牛改良の方向性を示し、各産地がその成果を
競い合う５年に一度の大会です。
　「和牛の祭典」と呼ばれており、「種牛の部」と「肉牛の部」の２部門で
審査が行われ、審査会で優秀な成績を残すと、和牛ブランドの向上につな
がることから、全国の和牛関係者にとって重要な大会となります。
　鹿児島県での開催は、1970 年の第２回大会以来 52年ぶりで、全国初
の２回目開催です。今大会から「高校・農業大学校の部」が新設されてい
ます。参加道府県や出品頭数も第１回岡山大会（６県・99頭）から回を重
ねるごとに増加しており、注目度も年々高まっています。
　前回（宮城）大会で団体優勝を果たした鹿児島県は並みいる強豪を迎え
撃ち「日本一」を目指します！
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和牛PR館
かごうしママミュージアム
(霧島自然ふれあいセンター内)

■霧島会場では・・・
　種牛の部の審査のほか、県内市町村の特産品販
売などの各種イベントが開催される。
　和牛振興エリアでは全国銘柄牛などの試食や
鹿児島黒牛をバーベキューで味わえる。
　和牛 PR 館では VR を用いた牛舎体験や牛革を
用いた創作体験などお楽しみがいっぱい！

■知覧会場では・・・
　肉牛の部の審査や出品枝肉のセリが行われる。
JA 食肉かごしま南薩工場で展示されている枝肉を知覧
体育館に映し出し、全国の購買者がセリで競い合う。
　セリの様子は一般の方も知覧文化会館で見学するこ
とができる。
　会場周辺では南薩 PR イベントなども開催される。

■霧島会場（種牛の部）※ 10/6 ～ 10/10

■知覧会場（肉牛の部）※ 10/9 のみ

　和牛農家さんは、皆さんに美
味しいお肉を食べてもらうた
め日々努力しています。その成
果を競う５年に一度の和牛の祭
典にぜひお越しいただき、和
牛の魅力を存分に味わってくだ
さい！

もぉ～っと知りたい人はこちらをご覧ください　⇒⇒⇒
大会 HP：https://zenkyo-kagoshima.com/

大会ＨＰ
第 12 回全共 検索

①共進会エリア

②おもてなしエリア

③道府県 PRエリア

④協賛企業団体エリア

⑤鹿児島県 PRエリア

⑥和牛振興エリア

審査会場と牛舎の設置

総合案内・観光案内

参加道府県の和牛や観光・物産の紹介

畜産 ICT・農業機械の展示

鹿児島県の農林水産物や特産品の販売
全国銘柄牛などのPR・試食、
鹿児島黒牛のバーベキュー
和牛 PR館

知覧体育館
知覧文化会館
JA食肉かごしま南薩工場

枝肉のセリ会場　※関係者のみ
セリ参観特設会場（リモート）※一般可
　　　　　　審査展示会場　※関係者のみ

期日：10月９日（日）10時～15時　会場：知覧体育館周辺
○南薩の農畜水産物の販売・試食
○抽選で「かごしまブランド産品」プレゼント
○セリ会場や各市観光 PR動画上映

出展
予定

南九州市
かわなべ牛・知覧茶

枕崎市
船人めし

指宿市
黒さつま鶏炭火焼

南さつま市
タカエビ・ウインナー

南薩農畜水産物PRイベント（仮）
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こ
ん
に
ち
は
。
南
九
州
市
か
ら
鹿

児
島
県
庁
畜
産
課
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
推
進
室
に
出
向
し
て
い
る
山
之

内
で
す
。
今
回
は
、
い
よ
い
よ
１
カ

月
あ
ま
り
に
迫
っ
た
第
12
回
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会
、
い
わ

ゆ
る
「
全
共
」
を
南
九
州
市
民
の
皆

さ
ま
に
紹
介
し
ま
す
。
少
し
で
も
大

会
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
５

年
に
一
度
の
和
牛
の
祭
典
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
が
携
わ
っ
て
い
る
業
務

は
、
主
に
「
全
共
開
催
の
Ｐ
Ｒ
」
と

全
共
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
最
大
の
魅
力

で
あ
る
「『
和
牛
振
興
エ
リ
ア
』
の
運

営
」
で
す
。

　
ま
ず
、「
全
共
開
催
の
Ｐ
Ｒ
」
に
つ

い
て
は
、
昨
年
の
10
月
に
開
催
し
た

「
大
会
１
年
前
イ
ベ
ン
ト
」
の
企
画

や
南
九
州
市
役
所
知
覧
庁
舎
に
も
設

置
し
て
い
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー

ド
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
の

６
月
に
は
「
大
会
１
０
０
日
前
Ｐ
Ｒ
」

の
企
画
運
営
も
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
難
し
い

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
県
庁
職
員
、

関
係
団
体
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

何
と
か
全
共
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
奔
走
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、大
会
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
か
ご
う
し
マ
マ
」
と
一

緒
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
大

会
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
の
で
、
見
か

け
た
際
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

　

次
に
、
全
共
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
最

大
の
魅
力
で
あ
る
「『
和
牛
振
興
エ

リ
ア
』
の
運
営
」
で
す
。
イ
ベ
ン
ト

会
場
は
、
霧
島
に
あ
り
、
和
牛
振
興

エ
リ
ア
に
は
鹿
児
島
黒
牛
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
（
有
料
）
や
全
国

の
銘
柄
牛
な
ど
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
が

鹿
児
島
県
畜
産
課
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
推
進
室
　
山
之
内
　
由
佳 

さ
んあ

る
エ
リ
ア
で
す
。
前
回
の
宮
城
大

会
で
も
大
人
気
だ
っ
た
エ
リ
ア
で
、

鹿
児
島
黒
牛
を
は
じ
め
と
し
た
、
全

国
の
銘
柄
牛
な
ど
の
食
べ
比
べ
が
で

き
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
参
加

道
県
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
の

運
営
業
者
と
一
緒
に
、
皆
さ
ま
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
南
九
州
市
の

皆
さ
ま
に
も
ご
来
場
い
た
だ
き
、
和

牛
肉
を
思
う
存
分
堪
能
し
て
ほ
し
い

で
す
。

　

ま
た
、
和
牛
の
こ
と
を
楽
し
く
学

べ
る
和
牛
Ｐ
Ｒ
館
（
か
ご
う
し
マ
マ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
も
設
置
さ
れ
ま
す
。

和
牛
生
産
日
本
一
の
鹿
児
島
県
民
と

し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
和
牛
の
こ
と

を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
全
共
開
催
に
向
け
て
、
県
庁
職
員
、

関
係
団
体
、
関
係
業
者
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
々
と
一
緒
に
全
国
規
模
の
大
会

を
運
営
で
き
る
こ
と
、
こ
の
業
務
に

携
わ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、

精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

5 広報 令和４年８月号


